
に
対
し
、
来
年
４
月
か
ら
、
部
活
動
を
行
わ
な
い
日
を
週
１

日
以
上
設
け
る
よ
う
義
務
付
け
る
と
発
表
し
た
。
全
教
員
が

午
後
７
時
ま
で
に
退
勤
す
る
日
も
週
１
日
以
上
設
け
さ
せ

る
。
教
員
の
時
間
外
労
働
を
削
減
す
る
の
が
狙
い
。

　

教
育
庁
に
よ
る
と
、
部
活
動
を
休
む
こ
と
を
義
務
付
け
る

の
は
全
国
的
に
珍
し
い
と
い
う
。
12
月
に
各
学
校
長
あ
て
に

通
知
す
る
ほ
か
、市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
も
通
知
を
送
り
、

同
様
の
対
策
を
検
討
し
て
も
ら
う
。

　

府
立
学
校
で
２
０
１
１
年
度
、
勤
務
時
間
外
に
月
80
時
間

を
超
え
て
学
校
に
い
た
教
員
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
時

間
外
業
務
の
55
％
を
部
活
動
が
占
め
て
お
り
、
授
業
準
備
が

12
％
で
続
い
た
。

　

各
校
は
13
年
3
月
以
降
、
部
活
動
に
外
部
の
指
導
者
を
招

く
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
時
間
外
労
働
は

増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

※
特
に
高
校
生
は
部
活
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
よ
！
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ホップ･ステップ
進

信

学

通 2016 年 12 月 1 日発行
第 122 号

発行：ステップゼミナール　088-0617　釧路町北都２－２－１　( ℡）0154-36-4170　HP : http://www.stepsemi.com  Mail：spirits@stepsemi.com

      　　　　　11/5 ３年　学力Ｃテスト対策授業         　　　　 11/12 ～ 13　定期テスト対策１０００分特講

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木

         

〃

■
年
末
年
始
休
み
■
（
1
月
4
日
ま
で
）

★
冬
期
講
座
ス
タ
ー
ト
★

■
冬
期
講
座
準
備
休
み

休
塾
★
中
3
塾
内
模
試 

休
塾
■
中
3
土
曜
特
講 

⑥
（
図
形
の
軽
量
）

休
塾
■
中
3
土
曜
特
講 

⑤
（
関
数
特
講
Ⅱ
）

■ 12 月　の　予　定 ■

高
専
ノ
ウ
ハ
ウ
「
輸
出
」
…
教
材
開
発
や
人
材
サ
ポ
ー
ト

　

政
府
は
、
５
年
間
の
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
技
術
系

人
材
を
養
成
す
る
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
に
つ
い
て
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
新
興
国
に
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
「
輸
出
」
し
、
現
地
で
の
開
設
を
促
す
、
本
格
的
な
海
外

展
開
に
乗
り
出
す
。

　

11
月
に
モ
ン
ゴ
ル
で
高
専
運
営
の
支
援
窓
口
と
な
る
拠
点

を
初
め
て
設
置
し
た
。
12
月
に
タ
イ
、
今
年
度
内
に
は
ベ
ト

ナ
ム
に
も
開
設
す
る
。

　

拠
点
は
、
国
立
の
高
専
を
運
営
し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
・

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
が
設
置
す
る
。
同
機
構
の
日
本
人

教
員
ら
が
、
相
手
国
政
府
や
高
専
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入

す
る
モ
デ
ル
校
と
の
調
整
役
を
務
め
る
。
現
地
の
学
生
や
教

員
の
能
力
、
求
め
ら
れ
る
人
材
な
ど
を
把
握
し
、
教
材
の
開

発
や
日
本
か
ら
の
教
員
派
遣
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

                   

Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ　

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
11
・
28

　　　　　　　１０００分特講では普段はあまり行われない授業もあります。　　　　　         問題を解いて解答します。

11/19 21 期生で釧路総合振興局に
勤める小原君が久々に顔を見せた。

19 期で今年から市立病院の放射線
技師の住川さん。差入ありがとう！

在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

愛
国･

鳥
取
西･

朝
陽･

附
属･

富
原

中
学
校　

美
原･

共
栄･

景
雲･

鳥
取･

鳥
取
西･

阿
寒･

附
属･

北･

富
原
・
遠
矢

高　

校　

湖
陵･

江
南
・
北
陽
・
武
修
館

高校生もテ
ストに備え
て。終わっ
てもやって
下さいよ！

道コン、学力テストの
結果をもとに面談を行
なって第 1 志望校の確
認をしました。

北
海
道
医
療
大
学 

合
格
お
め
で
と
う
！

　

11
月
28
日
江
南
高
校
3
年
生
の
田
村
舞
雪

さ
ん
が
北
海
道
医
療
大
学
の
薬
学
部
に
合
格
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
6
年
間
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
は
粟
野
君
が
歯
学
部
へ
入
学
、
今
年
か
ら
住
川
さ
ん

が
私
立
病
院
の
放
射
線
技
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
も
高
校
生
も
、
早
く
将
来
の
目
標
を
決
め
て
そ
れ

に
向
か
う
こ
と
で
す
。

23
日
か
ら
冬
期
講
座
が
始
ま
り
ま
す
！

　

中
1
、
2
年
は
3
時
間
、
中
3
は
4
時
間
プ
ラ
ス
何
時
間

で
も
（
最
長
9
時
間
）。
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

終わった人から帰れる３年生の土曜特講、第１回計算特講       

★
高
校
入
試
ま
で
96
日
、
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
44
日

　

今
日
か
ら
12
月
、
中
3
生
は
学
力
Ａ･

Ｂ･

Ｃ
が
終
わ
り
三

者
面
談
が
始
ま
り
ま
す
。

　

塾
内
で
も
学
力
テ
ス
ト
、
道
コ
ン
の
結
果
を
も
と
に
面
談

を
行
い
第
一
志
望
校
の
確
認
を
し
ま
し
た
。入
試
ま
で
90
日
、

こ
れ
か
ら
が
受
験
勉
強
の
本
番
で
す
。

　

一
昨
年
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
平
均
点
が
１
８
３
点
で
湖
陵
、

１
６
５
点
で
江
南
、１
３
６
点
で
北
陽
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
時
間
は
十
分
あ
り
ま
す
。
諦
め
ず
に
本

気
で
取
り
組
む
こ
と
で
30
～
40
点
は
上
が
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
が
ん
ば
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
も
自
信
を
も
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

季
節
が
ら
体
調
管
理
に
注
意
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

部
活
動
、
週
１
日
は
休
み
に

　

                           
大
阪
の
府
立
高
に
来
春
義
務
付
け

  

大
阪
府
教
育
庁
は
18
日
、
全
府
立
高
校
・
支
援
学
校
182
校

1000 分特講と同じく塾で勉強
していた湖陵１年の牛木さん。

早 川 さ ん、 磯 部
さん、住川さん、
差入れありがと
うございました。

11/26　土曜特講④作図＆
確率特講

11/19　土曜特講③
関数特講①

中 3 男 子、 気 合
を入れて勉強す
るため坊主頭に
しました！

5 年生の杏
奈ちゃんに
時間を分数
で表す方法
を説明。



　
『 釧 路 小 中 全 国 差 拡 大　学テ全道教育局別 』

  道教委は 28 日、小学 6 年生と中学 3 年生を対象に 4 月に実施した 2016 年度全国

学力・学習状況調査について、教育局別など詳細に分析した北海道版結果報告書を

発表した。釧路、根室教育局管内の平均正答率を見ると、釧路は全国との差が小、

中学ともやや拡大する一方、根室は中学が改善した。釧路新聞社が試算した 4 科目

平均をみると、釧路の小 6 が 15 年の 3 位から今回は 6 位、中 3 も 6 位から 7 位となっ

たが、根室の中 3 は 13 位から 11 位に上昇した。（武田博）

学習時間は依然低い
　釧路管内の平均正答率を見ると、小 6（57 校 1750 人）は 3 科目で全道平均を上回っ

たが、全国との差は拡大。

　国語知識の 1.1 ポイント差から、算数活用では 3.5 ポイント差にまで開いた。

　中 3（38 校 1820 人）は分野別で数学の資料活用が全国を上回ったが 4 科目全て

で差が拡大、国語活用は 4.4 ポイント差まで開いた。

　根室の小 6（26 校 720 人）は、算数活用の量と測定分野は全国を上回ったが、4

科目全てで全国との差は拡大。中 3（22 校 735 人）は全国との差は大きいものの 4

科目とも全国との差を締めた。

　全道で見

る と、 小 6

が 4 科 目 合

計 で は 上

川、 槍 山、

留萌、渡島

と続き、檜

山 は 国 語・

算数の知識

で全国平均

を 上 回 っ

た。

　

　中 3 は石狩、上川、留萌、十勝と続き、石狩が 3 科目、上川、十勝、留萌が

2 科目で全国平均を上回った。

　試験は 4 月に実施。全道分は 9 月下旬に発表している。報告書では併せて生徒

や学校の生活習慣や学習環境の質問紙調査を分析したほか上位県の秋田に加え福

井、石川県とも比較分析。

また、公表に同意した市町村の分析も掲載した。公表数は昨年より 32 市町村増え

167 市町村。

釧路、根室管内は標茶、弟子屈を除く 11 市町村が公開、学力の問題点や向上策な

どを示して

いる。

　釧根の子の「1 時間以上学習する子」の割合を見ると、釧路が小学生 52％、中

学生 67％、根室が小学生 57％、中学生 49％で、全国（小学生 63％、中学生 68％）

を依然下回っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釧路新聞 11.29

『新学習指導要領２０年度から、国際化対応、
学び新たに、英語、小３から、時間増』

  小中高校の学習指導要領の改訂案が１日、固まった。グローバル化や人工知能（Ａ

Ｉ）の進化が加速する新しい時代に対応できる力を育もうと、小学校での英語教育

の充実、多くの高校新科目などを盛り込んだ。対話を通じて「深い学び」を目指す

アクティブ・ラーニング（能動的学習）も全教科に導入する。主要科目のポイント

をまとめた。（新科目名はいずれも仮称）

　小学校では現在「外国語活動」として５～６年で「聞く・話す」が中心の英語指

導を週１コマ行っているが、改訂案では３～４年に前倒しする。５～６年では外国

語活動に代えて「外国語（英語）」を正式な教科とし「読む・書く」も含めて教え

る。３～４年では英語に親しみ、５～６年では「アルファベットの文字や単語」「国

語と英語の音声や語順の違い」といった内容を系統立てて学ぶ。

　授業時間は３～４年は年３５時間（週１コマ）、５～６年は現在の２倍の年７０

時間を充てる。他教科の時間は減らさないため、３～６年生は年３５時間の純増と

なる。特に高学年は授業時数に余裕がなく、３５時間をどう捻出するかが課題だ。

　文部科学省は各学校の判断で１５分程度の短時間学習と６０分授業（通常は４５

分）を組み合わせたり土曜日を使ったりすることを想定。児童や教員の負担を抑え

つつ時間を確保し、授業の質を高める必要がある。

　そのため、同省は学校が教育課程を組織的に改善・充実させていく「カリキュラ

ム・マネジメント」を重視。７月に有識者会議を設置して議論を始めた。

　中学・高校の授業が文法や単語の知識に重点を置いていた点も見直す。中学では

英語による授業を基本とし、具体的な場面を設定して単語などを使う学習を増やす。

高校には聞く・話す・読む・書くを総合的に扱う必修科目「英語コミュニケーショ

ンＩ」を新設。発信力を養う選択科目「論理・表現」も新たに設ける。

　日本の生徒は中国や韓国などに比べて学ぶ単語数が少ないとの指摘がある。改訂

案では高校卒業時（選択科目も全て履修した場合）で４千～５千語程度を新たな目

標とし、現行の３千語程度から増やす。

専門家配置し現場の支援を　　田中博之・早稲田大教授（教育方法学）の話

　アクティブ・ラーニング（能動的学習）とは課題解決的な学習を丁寧に実践する

ことだ。定着すれば資料を読んで考え、仮説を検証するといった知識を活用する力

の向上が期待できる。主体的、協働的に学ぶ力はグローバル化や多様な人と関わる

機会が増える２１世紀に欠かせず、改訂の方向性は理解できる。

　一方で課題も多い。子供が能動的学習にスムーズに参加するには、家庭学習で基

礎知識を得ることがこれまで以上に重要。授業中の学習成果を適切に評価に反映さ

せ、子供や保護者に伝えることも欠かせない。

　教員は子供の貧困や発達障害などへの対応に追われている。授業時間が大きく増

えない中、知識量は減らさずに質の高い授業を展開するのは容易ではない。現場へ

の支援が大切で、国は教員定数の改善のほか、理科の実験やＩＣＴなどの専門家の

配置を充実させる必要がある。

正解なき問い 考える力養う　勝山元照・神戸大付属中等教育学校副校長の話

　文部科学省の研究開発校として２０１３年度から、日本史と世界史を融合した「歴

史基礎」を高校１年生に教えている。「世界各国に国民国家が成立した時期は」「日

本はいつなら戦争を回避できたか」といった問いを単元ごとに立て、教師主導の学

習、調査、グループ討論を組み合わせた授業を展開。正解が１つではない問いを考

えさせている。

　高校の新科目「歴史総合」のポイントは現代のテーマを長期的な視野で考えるこ

とだろう。そのためには１時間単位で区切る授業ではなく、数時間をかけて歴史を

単元で捉える仕組みが効果的だ。

　例えば東アジアの近代化というテーマなら、日中韓それぞれの国の事象の捉え方

を意識させるといった工夫が考えられる。２科目を統合しても覚える用語を増やす

必要はない。暗記中心の学習から生徒が調べて考え、発表する授業への転換が重要

だ。

　北海道の入試では、当日の得点以外に、中学校での成績評価である「内申点」が
合否の判定に用いられます。内申点は、中 1 時代からの各学年の成績を元に計算す
る。また、算出した内申点を 20 点ごとに区切って「内申ランク」を決めますが、
同じランクでも内申点が高いほど有利になります。 
　内申点の計算方法中 1 学年末・9 教科合計× 2、中 2 学年末・9 教科合計× 2、中
3 学年末・9 教科合計× 3 
入試では、学力点と内申点の両方を総合的に判断して合否が決定されます。その際
の評価の仕方は次の通りです。
(1) 定員の 70％…学力点と内申点を同等に評価　(2) 定員の 15％…学力点をより重
視  (3) 定員の 15％…内申点をより重視

平 成 29 年 度 公 立 高 校 入 試 日 程
 内容    日時
 出願の受付   1/20（金）～ 1/25（水）
 出願状況発表   1/27（金）
 出願変更受付   1/30（月）～ 2/3（金）
 出願変更状況中間発表  2/1　（水）
 推薦入学面接   2/13（月）
 出願変更状況発表  2/14（火）
 推薦内定通知   2/20（月）まで
 入学確約書提出   2/21（火）～ 2/23（木）
 推薦不合格者再出願受付 2/21（火）～ 2/23（木）
 再出願後の出願状況発表  2/28（火）
 学力検査     3/7　（火）
 合格発表     3/17（金）
 第２次募集人員の発表  3/22（水）
 第２次募集の出願受付  3/23（木）～ 3/24（金）
 第２次募集の合格発表  3/29（水）


